
渡邊研究室 
 
  

 
研究室の方針 
研究内容 

 

公開ホームページアドレス 

http://www.wata-lab.meijo-u.ac.jp/ 



研究室の方針は以下のとおりです 

ネットワークの研究を行う 
キーワードはユビキタスネットワークとネットワークセキュリティ 

実用的な研究を行う 
ユーザのニーズを把握しよう 
実際に作ってみよう 

積極的にチャレンジする 
失敗を恐れず、大学だからできる研究をやろう 

課題を発見する能力を養う 
本当の実力を身につけよう 

プレゼンテーション能力を養う 
学会発表をしよう 



研究対象となるのは主に下図の部分です。ただし、これに限ら

ず範囲を広げています。 
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研究対象 



ユビキタス社会を実現するための技術を研究しています 



ユビキタス社会とは以下のような社会です 

あらゆる人・物がネットワークに繋がる 
いつでも誰でもどこからでも，リアルタイムに
情報を入手できる 
自らの知識を世界中に発信できる 



第１回輪講（書籍を読んで発表）   

卒業研究（課題の発見と解決） 

4月     7月       10月   1月   3月 

情報処理学会
全国大会発表 

４年生の日程 

東海支部連合
大会発表 

第２回輪講（英文を読んで発表） 



研究活動による実力の向上  

調査 

発見 

実現 

提案 評価 

発表 

卒業研究 

学部の授業 
（一方的に教わる） 

大学院の研究 

卒業研究；    課題を与えてもらい解決する 
大学院の研究； テーマを選び、課題を発見し、解決する 

研究の流れ 



学生に望むこと 

課題を自分で見つけられる人材になろう 
人の役にたてる人材になろう 
自分を表現できる人材になろう 
ネットワークを有効に使おう 
大学院でさらにステップアップしよう 

 



具体的研究テーマ 
 
(1)NTMobile（Network Traversal with Mobility） 
   これぞネットワーク 
(2)TLIFES（Total Life Support system） 
   世の中に役立つシステム 
(3)無線メッシュネットワーク 
   ユニークな無線通信技術 
(4)その他（含：ネットワークセキュリティ） 
   インターネットの安全を守る 



IPv4 
Private 

IPv4 
Global 

(1)NTMobile 
すべての端末がNTMワールド上で相互接続できる 
NTMノードは通信中にネットワークを自由に切り替えられる 

IPv6 only 

NTMobileの技術 

NTMワールド 

実ワールド 

IPv4 
Private 

IPv4 
Private 

NTMノード 

一般端末 

NAT 

NAT 

NAT 

 
IPv4/IPv6 
Dual stack 

 

（移動可能） 



NTMobileのシステム構成 

DC；Direction Coodinator 
RS；Relay Server 

パケット中継 
（必要な場合のみ） 

IPv4プライベート
アドレス空間 

実アドレス管理 
仮想アドレス管理 
トンネル経路指示 

   IPv6空間 
 
 

一般ノード 

IPv4/IPv6 
混在ネットワーク 

 

移動 

NAT 

NTMノード 
NTMノード 

NTMノード 
DC 

NTMボックス 

RS 

車内の 
一般ノード 

DC 

仮想アドレスによるパケット生成 
実アドレスによるトンネル通信 

一般ネットワーク
の接続 

いずれも分散配置可能 



(2)TLIFESのシステム構成 

高齢者 

＜病院・介護施設＞ 

保護者・家族・友人・ご近所さん 

障がい者 

＜職場＞ ＜外出先＞ ＜自宅＞ 

医療従事者 

若い女性 

＜外出先＞ ＜自宅＞ 

＜自治体他＞ 

警備・安全管理者 

GPS衛星 

自動車 

蓄積 

照合 

過去の履歴 サーバ 

社会的還元 

子ども 要介護者 

見守られる側 

見守る側 

健康情報 健康機器 

運転情報 

位置情報 

ＧＰＳ 
加速度センサ 
ジャイロセンサ 
地磁気センサ 

大画面 
ＧＵＩ 

行動情報 

『スマートフォン』 

共有 

解析 

安全・安心への活用 

『モバイルネットワーク』 

閲覧 

検出 

警報 

収集 

安心な街づくり 
事故軽減 



ジャイロセンサ 

ＷｉＦｉ ３Ｇ 

スマート 
フォン 

加速度センサ 

磁気センサ 

Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ 

位置情報の取得 
運転状況の把握 
車体のぶれ、ブレーキ/アクセル 
の操作、衝突 

健康機器からの情報収集 
心拍計、体温計、血圧計、体組成計 

動作の把握 
停滞中、置き忘れ、
外出歩行中、外出
乗車中、運転中、 
転倒 

携帯網、 
無線LAN 

サーバへの送信 

スマートフォンによるセンシング技術 
 最新の技術を駆使したセンシング 

ＧＰＳ 

車載SP 



センサデータの表示例 

管理サーバへアクセスすることによりセンサデータの履歴を閲覧 

管理サーバに蓄積された位置情報を元に通常行
動範囲を学習しさらに異常行動の検出を行う。 
時間帯による違いも考慮する。 

位置の履歴表示 
歩数の蓄積表示 

行動範囲の学習 

自宅

大学

実現済み 

今年度目標 



AP 

AP 

AP間はEthernetで接続 

ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬﾓｰﾄﾞの無線端末 ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬﾓｰﾄﾞの無線端末 

WAP 
WAP (Wireless 
Access Point) 

 

WAP間をｱﾄﾞﾎｯｸﾈｯﾄﾜｰｸで結合 

(3)無線メッシュネットワーク 



どちらのAPを選択するか 

どちらのGWを選択するか 

どのような経路を作るか 

GW 

AP 

端末 衝突を劇的に減らす 

外部ネットワーク 

・WAPL (Wireless Access Point Link)の実装 
・ns-2によるシミュレーション 



背景トラフィックとTCPスループットの関係 
（スロットタイムを調整した場合） 

SBTあり Δt＝0.09μ 
SBTなし Δt＝0.09μ 
SBTあり Δt＝0.9μ 
SBTなし Δt＝0.9μ 
SBTあり Δt＝9μ 
SBTなし Δt＝9μ 

UDP30対 

1.2Mbps 

200Kbps 
背景負荷 

負荷なし 





TLIFES 

NTMobile 

無線メッシュネットワーク 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

レイヤ3，4 
TCP/IP 

レイヤ2 
LAN 

レイヤ5～7 
アプリケーション 

旭、鈴木 
④ 

鈴木、 
三重大学 

⑭ 

中野、山田（宗）、
山本、小中、旭、 
鈴木、川澄、柳田 

⑮ 

鈴木 
③ 

共同研究の関係と担当学生数 



渡邊研/鈴木研合同説明会 
 
日時：9/27（木）14:50～ 
場所：T703/704 
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